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道内各地にブラックアイスバーン出現
峠で、橋で、カーブで、スリップ事故多発

夕暮れ・夜間 歩行者、自転車の事故防止
～ 点灯せ 生死を分ける ハイビーム ～

○ スピードダウンと安全確認を徹底しましょう
○ 早めのライト点灯とハイビームの活用を励行しましょう
○ 横断歩道以外の場所でも、歩行者が横断することを意識しましょう

「かもしれない」で備える 交差点事故防止

「自転車」と「歩行者」を見かけたら・・・「かもしれない」運転を

◆ 交差点・バック事故 止まらず ◆
○ ＳＴＯＰ 交差点事故 （前方不注意と車間距離）
○ ＳＴＯＰ バック事故 （特に、構内・駐車場・現場内）

要注意 危険がひそむ 交差点

◇交差点 右左折時は、確認を徹底しましょう◇

◇歩行者・自転車への注意を、徹底しましょう◇

◇追突事故・バック事故を、根絶させましょう◇

車間距離を十分に 追突を未然に防止

構内も停止するまで、運転中

旭川 国道12号 はみ出し、クレーン車と正面衝突、死亡
吹雪いて見通しが悪く、道路は雪が積もった状態

◇『視界不良』時は・・・安全な場所で停車し、運行を中止しましょう◇
２０１８年１２月１０日 １１時２４分

１０日午前６時５０分ごろ、旭川市神居町春志内の国道１２号線で、軽乗用車が対向車線の大型クレーン車と
衝突しました。この事故で、軽乗用車を運転していた男性（７０代）が死亡しました。事故当時は吹雪いて見通し
が悪く、道路は雪が積もった状態だったということです。警察は、大型クレーン車が走っていた車線で事故が起
きていることなどから、軽乗用車が対向車線にはみ出したのではないかとみて詳しく調べています。

当別 「バスが道路の左に寄りすぎた」
バス横転 けが人なし

２０１８年１２月１０日 ０８時５３分
１０日午前５時ごろ、石狩の当別町金沢の国道２７５号で、大型バスが道路をはみ出して横転しました。１３人

が乗っていましたが、けが人はいないということです。道路の左側の路肩には長いタイヤの跡が残っているのが
確認できました。乗客は、後続の同じ会社のバスに乗り換えて移動しました。道路は圧雪状態だったということ
です。警察の調べに対し運転手の男性（６１）は、「バスが道路の左に寄りすぎた」と話しているということです

車線変更、接触 車７台の事故 酒気帯び運転逮捕
◇無理な車線変更は事故に直結 危険な追い越し 生命の危険 ◇

２０１８／１２／９（日） １９：１０
９日正午すぎ、奈良県の国道で車７台が絡む事故があり、警察は酒気帯び運転の疑いで公務員（５４）の男を逮

捕した。車線変更した際、別の車と接触した。さらに前方の車にも突っ込んだため、合わせて７台が衝突。

路面凍結 スリップ 車が橋から10メートル転落
スリップしてカーブを曲がり切れなかった
◇アイスバーン スピードダウンと車間距離◇

２０１８／１２／９（日） ７：３７
８日午後１０時２０分、宮城県で乗用車が橋から１０メートル転落し運転手の男性が頭などに軽いけがをしまし

た。当時路面は凍結していて警察ではスリップしたとみて事故の原因を調べています。警察によりますと現場は
緩やかな右カーブ。警察ではスリップしてカーブを曲がり切れなかったとみて調べています。

午後５時 右から横断 軽ワゴン車にはねられ死亡
横断歩道や信号機はない場所

◇夜間 右からの横断歩行者に注意しましょう◇
２０１８／１２／８（土） ２１：０３

８日午後５時半ごろ、長野県の国道で右から横断していた女性（８０）が軽ワゴン車にはねられて死亡しました
。現場には横断歩道や信号機はなく、警察は軽ワゴン車を運転していた男性（５３）から事情を聴く。


